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 私ども２０２０オリンピック・パラリンピックを考える都民の会（以下

「都民の会」と略）は、２０２０年のオリンピック・パラリンピックのメ

インスタジアムとしての国立競技場の在り方については、建築の専門家の

皆さんをはじめ多方面から、積極的な提案がなされている中、解体工事を

すぐに実施するという貴会の方針について、まずもって、再検討をお願い

しなければなりません。１９６４年のオリンピックのレガシーを残そうと

いう声、神宮外苑の景観を守ろうという声、その後の後利用に問題がある

という声、改修工事で半分の経費で対応できるという多方面からの切実な

声が、大きな束になっている中での解体工事着工は、多くの市民参加を旨

とするオリンピック運動に重大な禍根を残すことになります。 

 オリンピックムーブメントアジェンダ２１の指針に照らしても、競技施

設は可能な限り既存施設を利用することとなっています。後に重大な禍根

を残さないためにも、もっともっと議論を尽くすことが大切です。 

 都民の会は、貴法人が「先に新国立競技場ありき」の姿勢を再考し、公

開による多面的な国民との討論を積極的に開催すること、その結果を踏ま

えるために、国民的合意なしに国立競技場の解体工事には着工しないこと

を強く要請します。  
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